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[ 表紙 ]　�中里遺跡航空写真（北から）（撮影：株式会社玉川文化財研究所）

[ 裏表紙 ] 中里遺跡第Ⅰ地点出土資料

第１図　遺跡周辺位置図（1/25,000）
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Ⅰ　中里遺跡の出現と稲作文化の到来

1　中
なか

里
ざと

遺跡の立地と環境

　中里遺跡は、足柄平野の中央を流れる酒匂川左岸の鴨宮面と呼ばれる標高約10ｍの
段丘面上に立地しています。遺跡が立地する微高地は、中里の地に弥生人がムラを
築く約400年前に発生した、富士山東斜面の崩壊によって生じた大規模な土砂なだれ
「御殿場泥流」によって形成されました。足柄平野の大部分を泥流が覆う大災害が発
生して数百年の歳月が過ぎ、酒匂川の下流域は土砂の堆積が進み、支流が入り組み複
雑な微地形を形成し始めた頃、中里の地に本格的な稲作技術を持つ集団が現れました。
中里遺跡は、東日本への弥生文化の伝播を考える上で大変重要な遺跡です。

第Ⅲ地点第Ⅲ地点

第Ⅱ地点第Ⅱ地点

第Ⅴ地点第Ⅴ地点

第Ⅰ地点第Ⅰ地点

第Ⅳ地点第Ⅳ地点

写真1　中里遺跡の遠景
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２　中里遺跡の発掘

　中里遺跡は、昭和27年（1952）に毛織物工
場を建設中に土器が出土したことで存在が確
認され、南関東地方のなかでも比較的古い時
期の弥生時代の遺跡として認識されていまし
た。その後、90年代から工場敷地の再開発事
業に伴う発掘調査が実施され、合計4万㎡を
超える発掘調査により東日本最大規模の弥生
時代のムラであることが判明しました。
　なかでも平成10年に実施した第Ⅰ地点の発
掘調査では、弥生時代の竪穴住居跡が102軒確
認されました。広場の中央には大型の掘立柱
建物跡が建ち、井戸をもち、集落の外周を河
道が廻る様子が確認されるなど、これまでの
東日本における弥生時代像を大きく変える集
落の様子が明らかとなりました。また、出土
した土器の中には、西日本で製作された土器
が複数含まれていたことから、弥生文化の伝
播に関わる重要な発見として、発掘調査の成
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写真3　中里遺跡第Ⅰ地点の調査風景
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果は新聞等で大きく報道されました（写真2）。平成10年11月に実施した遺跡見学会で
は1万2千人を超える見学者が訪れ、世間の注目を集めました。
　第Ⅰ地点の南東側に位置する川東タウンセンターマロニエを建設する際に発掘され
た第Ⅲ地点では、弥生時代の墓が数多く発見されました。また、集落域の東側に位置
する第Ⅱ地点や、現在の小田原東郵便局に位置する矢

や

代
だい

遺跡からは、水田跡とみら
れる木杭列が発見されました。土壌からは稲作が行われていたことを示すプラントオ
パールが検出されています。第Ⅰ地点で集落跡、第Ⅲ地点で墓域、第Ⅱ地点で水田跡
に関連する遺構が発見されたことにより、弥生時代集落の全容が明らかになりまし
た。また、遺跡の周囲において小規模な本格調査や試掘調査を実施しており、集落の
広がりが徐々に明らかになってきています（第2図、表2）。
　また、小田原市では第Ⅰ地点の発見以降、中里遺跡をテーマにした講演会や展示会
を実施しており、平成12年11月には「中里遺跡講演会」として調査速報を発信し、平
成24年2月に開催した「シンポジウム　弥生ムラの出現とその背景」では、弥生時代
の研究者によって中里遺跡の重要性について議論が行われました。
　その後、平成26年9月に第Ⅰ地点の発掘調査報告書が刊行されたことを記念して、
平成28年12月に最新出土品展「発掘された中里遺跡」を開催し、出土遺物の展示と調
査担当者による講演を行いました。
　第Ⅰ地点の発掘調査報告書が刊行されたことにより、今後は中里遺跡の評価がより
多方面から行われ、資料が活用されることが期待されます。
　本誌では、これまでの発掘調査やシンポジウム等で明らかになった中里遺跡につい
て紹介します。

表1　弥生時代の変遷　『弥生時代のかながわ』神奈川県教育委員会より引用一部改変
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第Ⅰ地点（集落域）

第Ⅱ地点（水田域）

第Ⅲ地点（墓域）
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第2図　中里遺跡の発掘調査地点
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表2　発掘調査地点一覧

№ 遺跡名・調査内容 所在 調査年月日 検出遺構 出土遺物

1 中里遺跡第Ⅰ地点

試

中里字角田208

1998.01.07～03.04 弥生中期：竪穴住居跡102・
掘立柱建物跡73・柱穴列2・
小竪穴状遺構9・井戸6・土
坑832・区画溝2・溝状遺構
5・ピット・旧河道跡2、弥生
後期～古墳前期：平地式建
物跡26・掘立柱建物跡13・
井戸5・土坑21・環濠1・溝状
遺構13

弥生中期：土器・石器・石
製品・木製品・炭化米・種
子類・獣骨類、弥生後期
～古墳前期：土器、土師
器、石器、獣骨等、古墳
後期：須恵器

本

第1期：1998.03.16　
　～1999.03.24

第2期：1999.06.21　
　　　　～09.16

第3期：2000.03.02　
　　　　～03.09

2 中里遺跡第Ⅱ地点 本 中里字角田208外 1991.07.18～10.15 弥生：旧河道・畦畔杭列

3 中里遺跡第Ⅲ地点

試

中里字角田273-6・
296-9

1991.11.08～
1992.03.14 弥生～古墳：溝状遺構 弥生～古墳：土器

本 1992.04.27～10.30

弥生中期：方形周溝墓46、
弥生後期：方形周溝墓3、弥
生後期～古墳前期：掘立柱
建物跡3・土坑4、古墳：溝状
遺構2

弥生中期：土器、弥生後
期～古墳前期：土器、古
墳：土器・石器

4 中里遺跡第Ⅳ地点 試 中里字角田270-1外 1999.0629・07.01
弥生中期：住居跡1、弥生～
古墳前期：溝1・柱穴5、近世
以降：溝1

弥生中期：土器、古墳：
土師器

5 中里遺跡第Ⅴ地点
試
中里字矢代322-2

2001.11.26～12.18 弥生中期：竪穴状遺構・土
坑・溝 弥生中期：土器

本 2002.02.18～04.12 弥生中期：土坑50・溝状遺
構3・ピット群1・旧河道1 弥生中期：土器・石器

6 中里遺跡第Ⅵ地点 試 中里字順礼道北191-5 2000.08.09 不明：溝状遺構1 弥生中期：土器、近世：
磁器

7 中里遺跡第Ⅶ地点 試 中里字家ノ前77-1 2001.11.30～12.03 弥生中期：土坑1 弥生中期：土器、古墳：
土師器、近世：磁器

8 中里遺跡第Ⅷ地点 試 中里字矢代313-9 2001.12.03～12.11 弥生？：河道1・土坑（井戸）
1・杭列1

弥生？：杭、奈良・平安：
土師器

9 中里遺跡第Ⅸ地点 試 中里字桜屋104-6 1999.07.05 古墳：溝状遺構1 不明：土師器

10 中里遺跡第Ⅹ地点 試 中里字家ノ前77-1 2002.10.17 古墳前期：溝状遺構1・土坑
2・ピット1 弥生中期：土器

11 中里遺跡第ⅩⅠ地点 試 中里字順礼道北208-8 2003.07.09 弥生中期：土坑1 弥生中期：土器、近世：
陶器

12 中里遺跡第ⅩⅡ地点 試 中里字家ノ前80-1外 2006.01.10 弥生：溝1・土坑3・柱穴2 弥生：土器

13 中里遺跡第ⅩⅢ地点

試

中里字順礼道北202-3

2012.09.07 弥生：土坑 弥生：土器

本 2012.10.29～11.16
弥生中期：竪穴住居跡1、弥
生後期～古墳前期：平地式
建物跡1、平安：住居跡1、不
明：土坑6

弥生：土器、平安：土師
器・須恵器

14 試掘調査 試 中里字桜屋107-1 2003.11.18 なし 近世：陶器

15 試掘調査 試 中里字桜屋122-10外 2008.02.07 なし 不明：土師器・磁器

16 試掘調査 試 中里字順礼道北192-2 2011.10.28 なし 弥生：土器、近現代：磁
器

17 試掘調査 試 中里字茶泉畑146-3 2014.05.02 なし 古墳：土師器

18 矢代遺跡 本 前川字矢代14-1ほか 1999.04.02～08.31

弥生中期～古墳前期：畦
畔・杭列4・溝状遺構1・噴
砂（礫）・断層11、古代～中
世：旧自然流路1・溝状遺構
18・土坑2、近世以降：旧自
然流路2・溝状遺構1・土坑
2・足跡（田面）1

弥生中期～古墳前期：土
器・土師器・木製品（杭・
板材）、古代～中世：土
師器・須恵器・陶磁器・
かわらけ・金属製品（銭
貨・不明青銅製品）、近
世以降：陶磁器・金属製
品（煙管・銭貨・不明鉄
製品）
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Ⅱ　河道に画された大集落

1　第Ⅰ地点で発見された大集落跡

　集落跡の発掘調査となった第Ⅰ地点（約3万平方メートル）からは、竪穴住居跡102
軒、掘立柱建物跡73棟、土坑822基、井戸跡6基などが発見されました（写真4）。集落
は河道などで囲われており、集落域の中央付近には竪穴住居跡のない広場とみられる
空間があり、大型の掘立柱建物跡が確認されました。第Ⅰ地点は、集落の約半分を発
掘調査していると見込まれることから、ムラ全体では200軒近い規模になる可能性が
あります。
　中里遺跡のムラは約100年続いていたものと考えられており、遺跡としてはその間
の痕跡が積み重なったものになります。このため、住居跡は一度に200軒が存在した
訳ではなく、建て替えなどが繰り返されることで残された痕跡とみられています。
　弥生時代の竪穴住居跡は、角が丸い長方形であり、4本の柱穴が見られるのが一般

写真4　第Ⅰ地点全景（写真上が北）
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的です（写真5）。中央付近には火を焚い
た炉跡がみられます。住居跡は、長軸が
5～6ｍ程の規模をもつものが多いなか、
集落域の中央広場近くからは、一辺が8ｍ
を越える規模をもつ住居跡も発見されて
います。この巨大な住居跡は、ムラにと
って特別な建物であった可能性がありま
す。
　また、竪穴住居跡のなかには、火災で
焼失したとみられるものが確認されてい
ます（写真6）。焼失住居跡からは、炭化
した建築材が放射状に倒れた状態で出土
しており、建物の構造を知ることができ
ます。また、炭化した材を樹種同定分析
にかけたところコナラ・ヒノキ・スギな
どの木材が使用されていることが分かり
ました。

2　中央広場の独
どく

立
り つ

棟
む な

持
も ち

柱
ばしら

建
た て

物
も の

跡
あ と

　集落跡の中央付近には、竪穴住居跡が見られない広場のような空間があり、柱間が
2間×7間の大型掘立柱建物跡が発見されました（写真7）。この建物跡は、高床式で切
妻造の建築物とみられ、桁行（長軸）9.2ｍ、梁行（単軸）4.2ｍの規模を持ちます。
掘立柱建物跡とは、一般的には倉庫としてイメージされる建物ですが、集落の中央広

写真7　独立棟持柱建物の柱穴列 写真8　池上曽根遺跡（大阪府）の復元例（個人撮影）

写真6　焼失した竪穴住居跡

写真5　竪穴住居跡
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場に立地していること、規模が大きいこと、棟持柱が外側に出る特異な構造である点
から、ムラの集会所などの特殊な機能をもつ建物跡であるとみられます。同様の独立
棟持柱建物跡は、大阪府和泉市に所在する池上曽根遺跡でも確認されており、写真8
のように上屋が復元されています。

3　ムラを囲う河道

　ムラの北側には、北東方向に向かって河が流れており、ムラを隔する役割を担って
たものと考えられます（写真11）。河道は幅15ｍ、深さ1ｍ程の規模で蛇行しており、
第Ⅱ地点と第Ⅴ地点においても確認されることから、集落域の北側を囲うように流れ
ていたことが分かりました。現況の標高などから、河道は第Ⅴ地点の東端からは南東
方向に向かって第Ⅱ地点（墓域）の東を流れていたと想定されます。他の遺跡では、
集落域と墓域の間を溝などで隔する様子がみられますが、中里遺跡でも蛇行する河道
と人工の溝などで空間を隔てていた可能性が考えられます。

写真11　河道跡写真10　シカ下顎骨出土状況

写真9　植物繊維加工品の出土状況
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　河道の集落側の岸には、土器片や石器が多量に出土しており、ゴミ捨て場であった
とみられています。河道の埋没土は水に浸かった状態が保たれていたため、植物繊維
や木器類が腐らずに出土しました（写真9）。このほかに、シカやイノシシ骨など食物
残滓も見つかっています（写真10）。貝塚など特殊な条件下でなければ残らない有機物
が出土した河道の調査は、当時の多様な生活を知る重要な発見となりました。

4　井戸の出現

　ムラの中心部分から井戸跡が6箇所発見されました。
写真12の1号井戸は、径が約2.3ｍ、深さが約1ｍの規模
があります。それほど深くありませんが、河道の深度と
比べれば十分な湧き水が得られたものと思われます。井
戸の中からはたくさんの石が出土しており、 石を使って
水を濾過していたと考えられます。 日本列島における井
戸の出現は弥生時代からであり、東日本の当時期では初
の検出例となりました。井戸の出現は、 灌漑技術の伝播
とともに革新的な出来事と評価されます。 第3図　井戸跡の分布

井戸跡

写真12　1号井戸跡
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5　在地の中里式土器

　住居跡などの遺構の中からは、弥生時代中期中葉の土器が多量に出土しています。
この時期の土器は、壺形土器と甕形土器を主体として、少量の鉢形土器がみられます。
壺形土器は、首が細長く、上半分を沈線と縄文や刺突文を組み合わせた幾何学文様で
飾ることが特徴的です。これらは、神奈川県西部の地域的な特徴を有することから中
里式とも呼ばれています。

写真14　東部瀬戸内系土器

写真13　在地の中里式土器
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6　外来系土器の出土

　在地の中里式土器に伴って、遠隔地から持ち込まれた土器が複数出土していること
も特徴です。特に東部瀬戸内地方の土器は全体の3パーセント強を占めており、他に
は伊勢湾や中部高地、北陸地方、北関東地方、南東北地方の土器も出土しています。
遠隔地の土器は、形や模様だけでなく粘土も在地とは異なることから、遠隔地で作ら
れたものが中里の地に持ち込まれたものとみられます。
　土器以外にも、畿内で産出するサヌカイト製の石剣（写真18）や石鏃が出土するな
ど、遠隔地との関係を示す遺物が出土しています。これらの品は、稲作技術などとと
もに中里の地にもたらされたものと考えられます。

写真15　伊勢湾系土器 写真16　尾張北部系土器 写真17　北関東系土器

写真18　サヌカイト製の石剣 第4図　中里遺跡に持ち込まれた遠隔地の土器



－12－

7　農耕具の出土

　遺跡からは、畑作や稲作の活動痕跡を示す遺物が出土しています。写真19は、全長
43.7cmと非常に大型の石鍬で、地元の酒匂川水系で産出される輝石安山岩を素材とし
て作られています。石鍬は、小田原城下香

か

沼
ぬま

屋
や

敷
しき

遺跡で確認された中里期の竪穴住居
跡からも出土しており、農耕具と考えられています。
　河道跡からは、木製の鍬も出土しています（写真21）。柄の長さは76.5cmで、約65度
の角度で身を装着しています。樹種同定分析の結果、身はコナラ属アカガシ亜属、柄
はサカキで作られていることが分かりました。
　この他にも、伐採具とみられる太

ふと

形
がた

蛤
はまぐりば

刃石
せき

斧
ふ

や、木材加工のノミの様な機能が想定
される抉

えぐり

入
い り

柱
ちゅう

状
じょう

片
か た

刃
ば

石
せ き

斧
ふ

や扁
へん

平
ぺい

片
かた

刃
ば

石
せき

斧
ふ

などが見つかっています（写真20）。これら
の石器は、稲作技術とともに日本列島に流入した大

たい

陸
りく

系
けい

磨
ま

製
せい

石
せっ

器
き

と呼ばれています。

写真20　大陸系磨製石器 写真21　木製鍬

写真19　石鍬
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8　有
ゆう

髭
ぜん

土
ど

偶
ぐう

の出土

　中里遺跡からは、土偶が1点出土しています（写真22）。出土した土偶は、人面の顎
から頬にかけての破片で、細い線で髭

ひげ

の様な表現がみられます。弥生時代の土偶は数
が少ないのですが、近隣では大井町の中屋敷遺跡から、弥生時代前期の土偶形容器が
出土しています（写真23）。
　土偶に表現される髭や入墨などの風貌は、祭
や呪術などの場における弥生人の姿を現してい
るものとみられます。
　土偶は縄文時代の象徴的な道具の一つです
が、東日本では弥生時代に入ってもわずかに出
土します（第5図）。これまでの道具に、新たに
土偶形容器を加え、祈りの場などで用いられて
いたものとみられます。

写真22　中里遺跡出土の有髭土偶

第5図　有髭土偶の変遷
設楽博巳 2003「続縄文文化と弥生文化の相互交流」
『国立歴史民俗博物館研究報告』108 を一部改変

写真23　大井町中屋敷遺跡出土の
土偶形容器

縄文時代

弥生時代
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Ⅲ　祖先を祀る方形周溝墓群

1　第Ⅲ地点から発見された方
ほ う

形
け い

周
しゅう

溝
こ う

墓
ぼ

群
ぐ ん

　居住域の南東側に位置する第Ⅲ地点からは、46基の方形周溝墓が並ぶ墓域が確認さ
れました。方形周溝墓とは、埋葬施設の四方に溝を掘って方形に区画した形態の墓で
す（写真25）。埋葬施設は、溝を掘って墳丘状に盛り上げた上に築かれるため、墳丘
が失われた現在ではほとんど残っていません。本来であれば方形区画の中央付近に遺
体と副葬品を納める楕円形の穴が掘られていたものとみられます。墓の規模は、長軸
で4ｍ～17ｍ台まで大きさに開きがあります。これらの規模や配置の違いを、世帯や
階層差の表れとみる研究もあります。方形周溝墓は、弥生時代中期後半から一般化す
る墓制であり、中里遺跡で確認された墓域は、その初現的な様相とみられます。
　写真24の様に、方形周溝墓の軸向きは多少異なりますが、溝同士はほとんど重なり

35号

40号

写真24　墓域全景（第Ⅲ地点）
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ません。このことから、お墓を新たに造る際は、先祖のお墓を崩すことなく隣接して
造営した様子が分かります。当時は小高い墳丘が点々としており、墓域として一定の
管理がなされていたものと考えられます。
　第6図の40号方形周溝墓は、中里遺跡で最も規模が大きく、長軸17.2ｍ、短軸13.4ｍ
を測ります。40号方形周溝墓の溝からは、中里遺跡で最大の壺が出土しました。壺は
高さが71.6cmで、胴部の最大径は48.5cmあります。出土状況から、壺は溝の中に埋納
されたものとみられます。
　集落域と墓域を分ける遺跡は、県内では
横浜市の大塚・歳勝土遺跡で確認されてい
ます。中里遺跡の時代よりやや新しくなり
ますが、集落域を環濠で囲い、集落域の外
に方形周溝墓が群集して造られています。
中里遺跡においても、集落域の南東部に墓
域としての空間が形成されていたものと考
えられます。

第6図　40号方形周溝墓から出土した大型壷

写真25　35号方形周溝墓
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Ⅳ　ムラの外に広がる水田域

1　第Ⅱ地点から発見された木杭列

　集落域の東側に位置する第Ⅱ地点では、河道に隣接して木杭列が発見されました。
中里遺跡では、明確な水田跡の発見には至っていませんが、微高地に形成された集落
の周囲には、稲作に適した環境が広がっていたものとみられます。第Ⅱ地点で確認さ
れた木杭列は、河道から取り入れた水を水田域に流すなどの役割を担っていたものと
考えられます。また、集落内からは、鍬や鋤などの木製農耕具や石器が複数出土して
おり、土壌からはイネ科のプラントオパールやヒョウタンの種（写真28・29）が検出
されることからも、稲作や他の植物の栽培が行われていたことが分かります。
　第Ⅰ地点の334号土坑からは、炭化米が多量に出土しており、現代の米よりやや小
ぶりのジャポニカ種の特徴を有していることが分かりました（写真27）。
　イネ科の他に、ヨシやススキのプラントオパールも検出されていることから、集落
の周囲は水田や葦原が広がっていた環境であったと考えられます。

写真26　第Ⅱ地点で発見された木杭列
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写真27　炭化米

写真28　イネ科のプラントオパール

写真29　ヒョウタンの種 稲作イメージ図（鴨宮中美術部作成）　　



中里遺跡の風景
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Ⅴ　後期の環濠集落

1　弥生時代後期～古墳時代前期の集落跡

　第Ⅰ地点の南西角からは、弥生時代後期～古墳
時代前期にかけての環濠集落跡が見つかりました。
大規模な集落が展開した中里期から約200年が経
過した時代の集落跡です。ムラは、外縁部を人工
の溝である環濠によって画されています。西側が
調査区外のため、集落の規模は不明ですが、環濠
内からは当時期の住居跡が26軒発見されました。
　住居跡からは、弥生時代後期から古墳時代前期
にかけての壺や甕が出土しました（写真32）。 第7図　平面図

写真30　環濠集落跡全景
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　住居跡は、いずれも床面は掘りくぼ
めずに造る「平地式住居跡」と呼ばれ
る構造であることが特徴です。平地式
住居跡は静岡県の登呂遺跡でも確認さ
れており、地面を掘り込まずに土間を
築くため、湿地帯など水が湧く環境で
用いられた建物と考えられています。
　湿地帯でありながらも、集落を築き、
生活を営んだ中里遺跡での暮らしは、
古墳時代前期を最後に見られなくなり
ます。代わりに、中里遺跡から東方に
位置し森戸川の河口に形成された国府
津三ツ俣遺跡や、北方の高田・千代・
永塚の台地上に居住の場が移っていっ
たものとみられます。
　中里の地から集落が移った後も、古
代から近世にかけて永く稲作地帯とし
て土地利用が続き、現在の田園や町並
みにも水田区画に影響を受けた条里地
割りの面影を残しているとみられま
す。

写真31　平地式住居跡

第8図　平地式住居の構造

写真32　環濠集落より出土した土器

湧水

溝溝
床

湧水 床

平地式住居跡竪穴式住居跡
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用語解説

・中里式土器
　弥生時代中期中葉の紀元前250年頃に使用された土器です。沈線と縄文によって描
かれる文様が特徴です。相模地域に広がりがみられます。第Ⅲ地点の40号方形周溝墓
からは、高さ71.6 cmの壺が出土しており、最大の中里式土器です。

・環濠集落跡
　人工的な溝等によって囲われたムラを環濠集落と呼びます。ムラを溝で囲う理由は、
ムラ同士の争いの際の防御施設と考える説と、単に住空間を隔するための溝と考える
説等があります。

・平地式住居跡
　地面を堀くぼめて床面とする竪穴住居に対して、掘りくぼめないで地面を床面とす
る住居を指します。低地など水気を含む土壌に住居を築く際に選択された方法と考え
られています。

・方形周溝墓
　弥生時代から古墳時代にかけて造られた、四方に溝をめぐらした方形の墳丘をもつ
墓です。被葬者は、墳丘中央の穴に、副葬品とともに埋葬されていたと考えられます。

・独立棟持柱建物跡
　高床の構造を持つとされる掘立柱建物のなかでも、短辺の柱穴が外に出ているもの
を呼びます。屋根が寄棟構造で、外に飛び出た柱で棟持柱を支える構造であったと考
えられています。

・条里
　古代から中世にかけての規則的な土地区画のことで、条里地割りによって土地を表
示することができるようになり、道路整備等、計画的な開発が可能となりました。
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